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国
民
健
康
保
険
と

被
用
者
保
険
の
扶
養
に
つ
い
て

　
社
会
保
険
等
の
被
用
者
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
世
帯

に
い
る
場
合
、
そ
の
健
康
保
険
の

扶
養
に
入
れ
て
る
と
世
帯
全
体
の

金
銭
的
負
担
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
に
は

扶
養
と
い
う
概
念
が
な
く
、
加
入

者
数
が
増
え
る
分
だ
け
保
険
料
が

増
額
に
な
る
制
度
に
対
し
、
被
用

者
保
険
は
扶
養
の
人
数
に
よ
る
保

険
料
の
増
額
は
な
い
か
ら
で
す
。

　
た
だ
し
、
扶
養
と
し
て
認
定
さ

れ
る
に
は
、
次
の
条
件
に
い
ず
れ

に
も
当
て
は
ま
る
ご
家
族
の
方
の

み
と
な
り
ま
す
。

国　
　
民

健
康
保
険

シリーズ226

一
般
的
な
扶
養
認
定
条
件

①
60
歳
未
満
の
方
は
年
間
収
入

１
３
０
万
円
未
満
。
60
歳
以
上
の

方
、
ま
た
は
障
害
年
金
受
給
要

件
に
該
当
す
る
方
は
年
間
収
入

１
８
０
万
円
未
満
。

（
税
法
上
非
課
税
の
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
雇
用
保
険
等
も
含
ま

れ
る
場
合
が
多
い
で
す
）

②
扶
養
認
定
を
受
け
る
方
の
収
入

が
、
扶
養
す
る
方
の
収
入
の
半
分

未
満
。

　
な
お
、
75
歳
以
上
の
方
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
と
な

り
ま
す
の
で
被
用
者
保
険
の
扶
養

に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
組
合
に
よ
り

様
々
な
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
勤
め
先
の
健
康
保
険
担
当
部
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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☆会場はいずれも飯山市保健センターです☆
( ☎ 62 － 3111　内線 630）

乳幼児健診
　　受付時間・・・午後 1時～ 1時 45 分
　　（離乳食教室は午後 2 時～ 3 時 30 分）
◇ 4ヵ月児 9 月  2 日（水）平成 21年 4 月生まれ
◇離乳食教室 9 月 15 日（火）平成 21年 4 月生まれ
◇10ヵ月児 9 月 9 日（水）平成 20年 10 月生まれ
◇1歳半 9 月 16 日（水）平成 20 年 2 月生まれ
◇ 2 歳児 9 月 7 日（月）平成 19 年 8 月生まれ
◇ 3 歳児 9 月 30 日（水）平成 18 年 8 月生まれ

予防接種
　　受付時間・・・午後 1時 15 分～ 2 時
　　持 ち 物 ・・・母子健康手帳、予診票
◇三種混合
・接種日及び対象地区　
　9 月17 日（木）全地区
① 1期初回…3 ヶ月～ 6 歳半になるまでに 3 ～ 8 週
間隔で 3 回接種（2 歳になるまでが望ましい）
② 1期追加…１期初回の 3 回接種日から1年～ 1年
半後に1 回接種（7 歳半になるまでに）
※接種後 1週間は他の予防接種はできません
◇ＢＣＧ
・接種日及び対象地区　
  9 月10 日（木）　全地区
  3ヶ月～ 6ヶ月になるまでに1回接種
※接種後 4 週間は他の予防接種はできません

　ＢＣＧは結核を予防するための予防接種です。結核
の免疫は、お母さんからもらうことはできません。
　結核は過去の病気ではありません。最近でも年間
２万５０００人以上の感染がみられます。そのため、
生後間もない赤ちゃんも感染する可能性があります。
乳児期の赤ちゃんが結核に感染し発病すると、結核
性髄膜炎を起こして死亡したり、命が助かっても重い
後遺症を残すことがあります。
　ＢＣＧワクチンを適切に接種し、免疫をつけておけ
ば、発病する機会を大幅に
減らすことができ、その効
果は１０年以上持続されま
す。ＢＣＧの接種期間は生後
3 か月～６か月の３か月間で
す。できるだけ早めに受け
ておきましょう。

 ９月
イー

いいひと はっけん

原
地
区
で
自
動
車
の
整
備
・

販
売
店
を
営
む
傍
ら
、
地
区

公
民
館
の
副
館
長
を
務
め
て
い
る

岸
田
さ
ん
。

　
地
区
内
で
行
わ
れ
る
公
民
館
行

事
に
は
専
門
部
員
と
共
に
運
営
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
先
日
行
わ
れ

た
富
倉
峠
祭
り
で
は
、
岸
田
さ
ん

も
役
員
と
し
て
参
加
し
「
子
ど
も

が
た
く
さ
ん
来
て
、
お
祭
り
が
盛

況
だ
っ
た
の
で
大
変
良
か
っ
た
」

岸き
し
だ田　

博ひ
ろ
あ
き章 

さ
ん　
柳
原
地
区

柳

「ワケショと飲みながらの交流が
　　自分のエネルギー源です」

＃ 41

Ｅ ( エ ) ネルギッシュな
Ｅ ( イー ) ヤマの皆さんを紹介します

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
年
内
は
、

市
の
駅
伝
大
会
、
地
区
の
敬
老
会
、

地
区
文
化
祭
な
ど
今
後
も
行
事
が

め
じ
ろ
押
し
で
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
は
飯
山
市
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
、
主
に
泉

台
小
学
校
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
ス
キ
ー
指
導
に
も

当
た
っ
て
い
ま
す
。
岸
田
さ
ん
は

「
飯
山
の
子
ど
も
た
ち
に
、
も
っ
と

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。
そ

の
環
境
を
整
え
る
の
が
私
た
ち
大

人
の
役
目
で
す
」
と
力
説
し
ま
す
。

　
多
忙
な
日
々
の
合
い
間
を
ぬ
っ

て
、
地
元
の
ワ
ケ
シb

ョ
と
酒
を

飲
む
の
が
大
好
き
と
い
う
岸
田
さ

ん
は
、
老
若
男
女
問
わ
ず
活
動
の

輪
を
広
げ
、
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
・
Ｔ
・
Ｒ
（
セ
ー
ブ 

ザ 

リ
バ
ー
）
は
、
千
曲
川
を
愛
す

る
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
、
昨

年
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
カ

ヌ
ー
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー

ト
、
イ
カ
ダ
な
ど
を
利
用
し

て
「
川
で
遊
び
な
が
ら
、
川
を

学
び
、
一
緒
に
ゴ
ミ
拾
い
を
し

よ
う
！
」、「
川
は
危
険
！
近
寄

る
な
！
入
る
な
！
で
は
な
く
、

川
の
危
険
を
勉
強
し
、
特
性

を
知
ろ
う
！
」、「
多
く
の
人
た

ち
と
目
的

を
共
有
し

仲
良
く
な

ろ
う
！
仲

間
を
作
ろ

う
！
」、「
自
然
を
利
用
し
、
自

然
に
感
謝
し
、
自
然
に
帰
ろ

う
！
」
と
い
っ
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
カ
ヌ
ー
ス
ク
ー
ル

や
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
、
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
、
舟
く
だ
り
、
渡
し

舟
な
ど
、
千
曲
川
を
観
光
資

源
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組

み
が
活
発
に
な
り
、
夏
場
に
は

地
元
の
若
者
た
ち
や
観
光
客

が
、
河
川
敷
で
日
光
浴
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
む
光
景

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

下
水
道
の
整
備
に
よ
り
水

質
も
向
上
し
、
以
前
よ
り
ず

い
ぶ
ん
キ
レ
イ
に
な
り
ま
し
た

が
、河
川
敷
や
橋
脚
な
ど
に
は
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が

あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
頃
千
曲
川
を

活
用
し
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
観
光
産
業
に
関
わ
る

私
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
り
、
地
域
の
人
た
ち
と

い
い
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

  

い
い
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
・
ＦＡＸ
�
７
０
３
０
）

  

Ｓ
・
Ｔ
・
Ｒ
（
セ
ー
ブ　
ザ　
リ
バ
ー
）

 

川
で
遊
ん
で
・
学
ん
で
・
き
れ
い
に
！

と
も
に
、
河
川
敷
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

千
曲
川
や
千
曲
川
を
取
り
巻

く
環
境
に
も
、
よ
り
関
心
を

も
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
正
し
い
川
の
知
識
や

危
険
時
の
対
処
法
、
救
急
法
、

着
衣
泳
な
ど
の
講
習
も
あ
わ

せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
測

の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
知

識
を
身
に
つ
け
た
人
が
、
一
人

で
も
多
く
増
え
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
長
野
県
民
栄
養

調
査
の
結
果
、
朝
食
を
欠
食
し
た

人
（「
食
事
を
し
な
か
っ
た
」
ま

た
は
「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
栄
養
ド

リ
ン
ク
剤
等
の
み
」
や
「
菓
子
、

果
物
、嗜
好
飲
料
の
み
」
の
場
合
）

は
20
歳
代
が
最
も
高
く
、
男
性

21
％
、
女
性
17
％
、
次
い
で
30
歳

代
男
性
15
％
、
女
性
13
％
と
高
い

割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
食
は
充
実
し
た
１
日
を
過

ご
す
た
め
の
エ
ン
ジ
ン
ス
タ
ー
ト

と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
朝
食
を
欠
食
す
る
と
空
腹

状
態
が
長
く
な
り
、
脳
に
エ
ネ
ル

健
康
メ
モ

Ｓ・Ｔ・Ｒ（
セ
ー
ブ 

ザ 

リ
バ
ー
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

千
曲
川
で
カ
ヌ
ー
や
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

川
を
学
び
、
清
掃
活
動
を
行
い

ま
す
。
参
加
希
望
の
日
時
を
事

前
に
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・
日
時　
８
月
30
日
㈰
・
９
月

27
日
㈰
・
10
月
25
日
㈰
、
い
ず

れ
も
午
前
9
時
～
12
時

・
定
員
…
各
20
名

・
集
合
…
い
い
や
ま
湯
滝
温
泉

　
　
　

  

河
川
敷
駐
車
場

・
料
金
…
２
０
０
０
円

（
カ
ヌ
ー
レ
ン
タ
ル
・
湯
滝
温
泉

入
浴
券
付
）

・
持
ち
物
…
ぬ
れ
て
も
よ
い
軽

装
、
温
泉
後
の
着
替
え
、
ゴ
ミ

袋
（
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い

ゴ
ミ
）、
川
を
き
れ
い
に
す
る
気

持
ち
、
川
で
楽
し
む
気
持
ち

・
参
加
条
件
…
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
可
。
拾
っ
た
ゴ
ミ

を
各
自
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
す
。

・
申
し
込
み
…
Ｓ
・
Ｔ・
Ｒ
事
務
局

☎
０
８
０（
６
５
４
０
）２
４
３
８

（
庚　
敏
久
ま
で
）

毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か

ギ
ー
が
送
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
頭
が
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
集
中
力
が
欠
如

し
、
思
考
能
力
が
低
下
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昼
食
・
夕
食
の
１
日
２

回
の
食
事
で
は
、
１
日
に
必
要
な

栄
養
素
が
十
分
に
取
れ
ず
、
栄

養
不
足
や
貧
血
を
引
き
起
こ
し
た

り
、
間
食
が
増
え
る
こ
と
で
生
活

習
慣
病
を
招
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
理
想
の
朝
食
は
、
ご
飯
と
味
噌

汁
、
焼
き
魚
か
卵
焼
き
、
野
菜

と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
が
、
時

間
の
な
い
時
は
ト
ー
ス
ト
、
シ
リ

ア
ル
食
品
、
フ
ル
ー
ツ
入
り
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
を
食
べ
る
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。
特
に
、
ご
飯
や
パ
ン

な
ど
の
炭
水
化
物
は
消
化
さ
れ

る
と
脳
に
と
っ
て
の
唯
一
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
に
な

り
、
脳
の
働
き
や
全
身
の
体
温
が

上
昇
す
る
た
め
大
切
な
食
品
で

す
。
脳
は
睡
眠
中
も
休
み
な
く
働

い
て
い
る
た
め
、
朝
に
な
る
と
夕

食
で
摂
取
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

で
は
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

ブ
ド
ウ
糖
の
補
給
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
朝
食
を
食
べ
る
と
、

夜
間
の
睡
眠
で
休
ん
で
い
た
胃
腸

が
刺
激
を
受
け
、
活
発
に
動
き
出

し
排
便
を
促
す
な
ど
の
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　
元
気
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

す
た
め
、
ま
ず
は
朝
食
を
食
べ
て

１
日
が
始
ま
る
よ
う
に
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
【
管
理
栄
養
士　
伊
東
久
子
】

ＢＣＧについて


